桶川・伊奈班

１　はじめに
　　桶川伊奈班は、桶川市（４校）・伊奈町（３校）の１市１町の７校で構成されている。
本年度は当初人事異動により１校の新メンバーを迎えスタートした。3年目となったコロナ禍での学校運営（授業、学校行事、部活動等）等、当面する教育課題について、協議や情報交換を行い、連携を図っている。
２　本年度の役員
　会　長　　礒田　輝昭（桶川・桶川西中）
　幹　事　　今田　利信（伊奈・小針中）
３　主な活動状況
　　桶川市と伊奈町では、それぞれの市町において月例の校長研究協議会を開催している。さらに、桶川・伊奈合同の中学校長研究協議会は、各学期に１回（４月、11月、２月）開催し、県及び南部中学校長会の活動方針に基づき研究協議を深めている。
　　今年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルスに関する対応、修学旅行や体育祭等の学校行事、部活動の地域移行、進路指導等について、現在抱えている喫緊の課題等について協議及び意見交換をしてきた。また今年度は関東甲信越地区中学校長会埼玉大会に向けた準備、運営にも協力して取り組んだ。
なお、県中学校長会・南部中学校長会からの指示・伝達事項等については、市町理事により迅速な資料配布等により共通理解・行動連携を図っている。
４　今後の課題・今後の計画
　　桶川伊奈班での研究協議会は、年３回という限られた回数・時間の中での実施であるが、今後も国、県の教育の動向と各市町教委の指導を仰ぎながら、より一層有益な情報交換・研究協議の場となるようにしていきたい。
また、新型コロナウイルス感染予防策を含め、各学校が抱えている課題を明確にした上で協議を深め、連携を図っていきたい。

報告者　礒田　輝昭（桶川・桶川西中）
